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11 －２ 2016 年 11 月 22 日　福島県沖の地震
 The earthquake off the Fukushima Prefecture on November 22, 2016

気象庁
Japan Meteorological Agency

【概要】
　2016年 11月 22日 05時 59分に，福島県沖の深さ 12 km（CMT解による）でM7.4の地震が発生し，
福島県，茨城県及び栃木県で震度 5弱を観測したほか，東北地方を中心に，北海道地方から中国地
方にかけての広い範囲で震度 4～ 1を観測した（第 1図，第 7図，第 8図）．この地震は陸のプレ
ートの地殻内で発生し，発震機構（CMT解）は北西－南東方向に張力軸を持つ正断層型である（第
4図）．
　気象庁はこの地震に伴い，同日 06時 02分に福島県に津波警報を，青森県太平洋沿岸，岩手県，
宮城県，茨城県，及び千葉県九十九里・外房に津波注意報を発表した．その後，同日 07時 26分に
千葉県内房，伊豆諸島にも津波注意報を発表したほか，同日 08時 09分には，宮城県に津波警報（津
波注意報から切替）を発表した（第 2図，第 3図）．この地震により，宮城県の仙台港で 144 cm，
福島県の相馬で 83 cm，岩手県の久慈港で 79 cmの津波を観測するなど，北海道から和歌山県にか
けての太平洋沿岸及び伊豆・小笠原諸島で津波を観測した（第 9図）．なお，仙台管区気象台が実
施した現地調査では，鮎川検潮所のある鮎川漁港（宮城県石巻市）から北西に約 4 km離れた小淵
漁港（宮城県石巻市）で 2.1 mの津波の痕跡高を確認した（第 14図）．
　この地震により，負傷者 20人，住家一部損壊 1棟の被害が生じた（11月 29日 13時 00分現在，
総務省消防庁による）（第 1図）．
　この地震の発生以降，最大震度 1以上を観測した地震は 2017年 1月 31日までに 230回発生して
いる（第 1図）．また，この地震の震源付近では，11月 24日 06時 23分にM6.2の地震（最大震度
4）が発生するなど，M5.0以上の地震が 2017年 1月 31日までに 13回発生した（第 4図）．海域及
び沿岸で発生した主な地震と比較すると，発生直後の地震回数は 2011年 4月 11日の福島県浜通り
の地震（M7.0）や 2012年 12月 7日の三陸沖の地震（M7.3）と同程度で推移した（第 24図）．
　この地震の震央周辺では，「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」（以下，東北地方太平
洋沖地震という）の発生前は逆断層型の地震が主体だったが，東北地方太平洋沖地震の発生以降は
正断層型の地震が比較的多く発生するようになり，一部横ずれ断層型の地震も見られる（第 5図）．
過去の活動を見ると，1938年 11月 5日にM7.5の地震が発生している．この地震により，宮城県
花淵で 113 cm（全振幅）の津波が観測された．この地震の発生後，地震活動が活発となり，同年
11月 30日までにM6.0以上の地震が 25回発生した．これらの地震により，死者 1人，負傷者 9人，
住家全壊 4棟，半壊 29棟などの被害が生じた（「日本被害地震総覧」による）（第 6図）．

【地震活動の詳細】
　今回の地震の震源分布を詳細に把握するため，国立研究開発法人防災科学技術研究所の日本海溝
海底地震津波観測網（S-net）のデータを用いた自動震源決定を行った後，Double-Difference法を適
用した（第 16図）．その結果，海洋研究開発機構による海底地形調査で確認されたシャープな段差
地形と調和的な震源分布が得られた（第 17図）．
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　今回の地震の活動域では，東北地方太平洋沖地震以前は主にプレート境界付近で発生する地震が
多かったが，東北地方太平洋沖地震発生以降，今回の地震のように陸のプレートの地殻内で発生す
る地震が増加している（第 18図）．東北地方太平洋沖地震発生後の 1年間は，陸のプレート内で正
断層型の地震，陸地に近い領域の太平洋プレート内で逆断層型の地震，海溝軸付近の太平洋プレー
ト内で正断層型の地震がそれぞれ増えた．プレート境界で発生する地震は，東北地方太平洋沖地震
発生後は地震時のすべり量の大きかった領域を避けるように分布している．1年後以降はいずれの
活動も当初に比べて低下している．2016年 11月 22 日の福島県沖の地震（M7.4）を含む陸のプレ
ート内の正断層型の地震は，3年後以降，主に福島県沖・茨城県沖で発生している（第 19図，第
20図）．今回の地震活動の b値は 1.14となり，1983年以降の主な地震の中では比較的大きい（第
25図）．2011年 4月 11日の福島県浜通りの地震の活動域の b値は 1.10で今回の活動と同程度であ
ったが，1938年の福島県沖から茨城県沖にかけての活動域の b値は 0.71で今回の活動より小さか
った（第 26図）．
　1938年の福島県沖から茨城県沖にかけてのM7クラスの地震活動と今回の地震を比較すると，
1938年 11月 6日 17時 53分のM7.4の地震と今回の地震では震度分布や強震波形は相似的であっ
た（第 21図～第 23図）．
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第 1図　2016年 11月 22日　福島県沖の地震
Fig.1　The earthquake off the Fukushima Prefecture on November 22, 2016.
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第 2図　気象庁が発表した主な情報及び報道発表の状況
Fig.2　The time series of information and press releases issued by JMA.



－ 407－

第 3図　つづき
Fig.3　Continued.
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第 4図　発震機構解の分布と過去の地震活動
Fig.4　Distribution of focal mechanism and seismic activity of the past.
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第 5図　つづき
Fig.5　Continued.
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第 6図　つづき
Fig.6　Continued.
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第 7図　震度と加速度
Fig.7　Seismic intensity and acceleration.
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第 8図　つづき
Fig.8　Continued.
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第 9図　津波の観測状況
Fig.9　Observed tsunami height.
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第 10図　シミュレーションによる津波の推移
Fig.10　Simulation of tsunami.
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第 11図　長周期地震動と地震波形
Fig.11　Long-period earthquake ground motion and seismic waveform.
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第 12図　つづき
Fig.12　Continued.
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第 13図　つづき
Fig.13　Continued.
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第 14図　現地調査
Fig.14　Field survey.



－ 419－

第 15図　「平成 23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震活動
Fig.15　Seismic activity of aftershocks of the 2011 off the Pacifi c coast of Tohoku Earthquake.
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第 16図　S-net観測点データを用いた自動震源
Fig.16　Distribution of hypocenter determined by an automated way using S-net stations.
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第 17図　 S-net観測点データを用いた自動震源と近傍断層等
Fig.17　Distribution of hypocenter determined by an automated way using S-net stations with close faults.
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第 18図　福島県沖の陸のプレート内付近の地震活動
Fig.18　Intraplate seismicity of the continental plate off the Fukushima Prefecture.
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第 19図　東北地方太平洋沖地震の余震域における発震機構（気象庁 CMT 解）の分布図
Fig.19　 Distribution of focal mechanism(CMT solution by JMA) in the area of aftershocks of the 2011 off the Pacifi c coast of 

Tohoku Earthquake.
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第 20図　つづき
Fig.20　Continued.
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第 21図　1938年福島県沖・茨城県沖のM7クラスの地震の震度分布との比較
Fig.21　 Comparison of seismic intensity distribution between earthquakes around M7 off the Fukushima and Ibaraki Prefecture 

on 1938 and this earthquake.
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第 22図　仙台管区気象台における強震波形比較
Fig.22　 Comparison of strong ground motion wave form observed at Sendai Regional Headquaters between earthquakes 

around M7 off the Fukushima and Ibaraki Prefecture on 1938 and this earthquake.
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第 23図　つづき
Fig.23　Continued.
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第 24図　地震回数積算図（M≧ 4.5，5.0）
Fig.24　Cumulative number of earthquakes (M≧ 4.5 and 5.0).
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第 25図　過去の地震活動における b値
Fig.25　The b-value in the past seismic activity.
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第 26図　つづき
Fig.26　Continued.
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第 27図　 余震発生確率
Fig.27　Probability of aftershock occurring.
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第 28図　つづき
Fig.28　Continued.
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